
令和元年月日 月曜日 (号外第号)官 報

（
認
証
管
理
責
任
者
）

第
二
十
五
条

国
内
登
録
認
証
機
関
は
、
認
証
の
業
務
を
統
括
す
る
認
証
管
理
責
任
者
を
選
任
し
、
次
に
掲
げ
る
業
務

を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

認
証
に
係
る
審
査
及
び
判
定
に
関
す
る
計
画
の
立
案
及
び
推
進

二

業
務
規
程
、
認
証
契
約
及
び
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
た
め
の
文
書
の
制
定
、
改
廃
及
び
管
理
並
び
に
周
知
及
び
遵

守
の
統
括

三

認
証
の
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
し
て
、
当
該
業
務
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
を
習
得
す

る
た
め
の
当
該
業
務
に
関
す
る
法
令
及
び
実
施
の
方
法
に
係
る
教
育
訓
練
の
継
続
的
な
実
施

四

国
内
登
録
認
証
機
関
が
委
嘱
す
る
外
部
の
委
員
の
管
理

五

審
査
結
果
（
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
請
求
並
び
に
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
請
求
の
取
消

し
を
含
む
。）の
妥
当
性
の
評
価

六

苦
情
、
異
議
申
立
て
及
び
第
三
者
か
ら
の
申
立
て
に
関
す
る
処
置
並
び
に
そ
の
対
策
の
統
括

（
認
証
の
業
務
に
従
事
す
る
者
）

第
二
十
六
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
認
証
の
業
務
に
従
事
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
年
数
以
上
の
実

務
の
経
験
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
業
務
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
を
習
得
す
る
た
め
の
当
該
業

務
に
関
す
る
法
令
及
び
実
施
の
方
法
に
係
る
主
務
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
講
習
を
修
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
十
一
条
の
役
務
評
価
の
業
務
に
従
事
す
る
者

役
務
評
価
の
業
務
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
業
務
に
関
し
一
年

以
上

二

第
十
二
条
の
現
地
調
査
の
業
務
に
従
事
す
る
者

現
地
調
査
の
業
務
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
業
務
に
関
し
一
年

以
上

三

第
二
十
五
条
の
認
証
管
理
責
任
者

認
証
の
業
務
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
業
務
に
関
し
三
年
以
上

２

日
本
産
業
規
格
Ｑ
九
〇
〇
一
又
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
九
〇
〇
一
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
を
国
内
登
録
認
証
機
関
が
自
ら
確

認
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
十
二
条
の
現
地
調
査
に
従
事
す
る
者
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｑ
九
〇
〇
一
又
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

九
〇
〇
一
の
審
査
員
の
資
格
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
務
所
等
の
変
更
の
届
出
）

第
二
十
七
条

法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
国
内
登
録
認
証
機
関
は
、
様
式
第
九
に
よ
る
届
出
書
に
登

録
証
を
添
え
て
、
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
認
証
機
関
は
、
第
五
条
第
二
号
（
ロ
及
び
ヘ
を
除
く
。）及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
主
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
新
た
な
登
録
証
を
作
成
し
、
当
該
国
内
登
録
認
証
機
関
に
対
し
、
交

付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
業
務
規
程
）

第
二
十
八
条

国
内
登
録
認
証
機
関
は
、
法
第
四
十
七
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
業
務
規
程
の
届
出
を
す
る
と
き

は
、
認
証
の
業
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
様
式
第
十
に
よ
る
届
出
書
に
業
務
規
程
を
添
え

て
、
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
七
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
業
務
規
程
の
変
更
の
届
出
に
準
用
す
る
。

３

法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

認
証
の
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二

認
証
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

三

認
証
の
業
務
を
行
う
区
域

四

認
証
に
係
る
日
本
産
業
規
格
の
番
号

五

認
証
に
関
す
る
料
金
の
算
定
方
法
に
関
す
る
事
項

六

認
証
の
業
務
を
行
う
者
の
配
置
に
関
す
る
事
項

七

認
証
の
業
務
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
事
項

八

認
証
の
業
務
の
公
正
な
実
施
の
た
め
に
設
置
す
る
機
関
に
関
す
る
事
項

九

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
認
証
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

第
二
十
九
条

法
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
国
内
登
録
認
証
機
関
は
、
様
式
第
十
一
に
よ
る

届
出
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
内
登
録
認
証
機
関
は
、
認
証
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
所
持
す
る
登

録
証
を
主
務
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

認
証
の
業
務
の
一
部
を
廃
止
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
国
内
登
録
認
証
機
関
が
登
録
証
を
返
納

し
た
と
き
は
、
主
務
大
臣
は
、
新
た
な
登
録
証
を
作
成
し
、
当
該
国
内
登
録
認
証
機
関
に
対
し
、
交
付
す
る
も
の
と

す
る
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
等
）

第
三
十
条

法
第
四
十
九
条
第
二
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算

機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表

示
す
る
方
法
と
す
る
。

２

法
第
四
十
九
条
第
二
項
第
四
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
電
磁
的
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
国
内
登
録

認
証
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受
信
者

の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物

を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

第
四
章

登
録
の
取
消
し

（
聴
聞
の
特
例
）

第
三
十
一
条

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
自
ら
を
利
害
関
係
人
と
し
て
当
該
聴
聞
に
関
す
る
手
続
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
聴
聞
の
期
日
の
四
日

前
ま
で
に
、
そ
の
氏
名
、
住
所
及
び
当
該
聴
聞
に
係
る
不
利
益
処
分
に
つ
き
利
害
関
係
を
有
す
る
こ
と
の
疎
明
を
記

載
し
た
書
面
を
主
宰
者
に
提
出
し
て
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
二
条

行
政
手
続
法
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
又
は
参
加
人
は
、

聴
聞
の
期
日
の
四
日
前
ま
で
に
、
補
佐
人
の
氏
名
、
住
所
、
当
事
者
又
は
参
加
人
と
の
関
係
及
び
補
佐
す
る
事
項
を

記
載
し
た
書
面
を
主
宰
者
に
提
出
し
て
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
法
第
二
十
二
条
第
二
項
（
同
法
第

二
十
五
条
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
通
知
を
さ
れ
た
聴
聞
の
期
日
に
出
頭
さ
せ
よ
う

と
す
る
補
佐
人
で
あ
っ
て
既
に
受
け
た
許
可
に
係
る
事
項
に
つ
き
補
佐
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な

い
。

（
登
録
証
の
返
納
）

第
三
十
三
条

国
内
登
録
認
証
機
関
は
、
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
遅

滞
な
く
、
そ
の
登
録
証
を
主
務
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章

雑
則

（
帳
簿
）

第
三
十
四
条

法
第
五
十
三
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

認
証
依
頼
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

認
証
の
依
頼
を
受
け
た
期
日

三

認
証
の
依
頼
に
係
る
日
本
産
業
規
格
の
番
号
及
び
日
本
産
業
規
格
の
種
類
又
は
等
級
（
当
該
日
本
産
業
規
格
に

種
類
又
は
等
級
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

四

役
務
の
名
称

五

審
査
を
行
っ
た
期
日
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